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井村総長のタイ王国， インドネシア共和国訪問
井村総長は ， 8 月 31 日 から 9 月 9 日 ま で の 間 タ イ
王国 及 びイ ン ドネシア共和国に出張 し ， 以 下 の 大 学
にお い て ， 高等教育並 びに教育・研究の実情 を 調査
す る とともに， 学長及 び関係 者と意見交換を 行い ，
将来の一層緊密な学術交流につ い て 討論 し た 。
併せ て ， 東南ア ジア研究 セ ン タ ー の バ ン コ ク 連絡
事務所 及 びジャカル タ 連絡事務所 を 視察 し た 。
平成9年9月博士学位授与式
9 月 24 日 （ 水）午前 10時30分から， 京大会館にお
い て ， 総長特別補佐， 各研究科長， 総 合人 間 学部長
出席のもと， 干成 9 年 7 月 と 9 月 を 合 わ せ た 博士学
位授与式が挙行 さ れ た 。
総長から， 各授与者に対 し 学位記が手渡 さ れ た 後，
総長の 式辞があ り ， 午前 1 1 時30分終了 し た 。
本年 7 月 の学位授与数 は ， 課程博士29名， 論文博
士36名の 計6 5 名， 9 月 の学位授与数 は ， 課程博士20
名， 論文博士22名の 計42名で あ った 。
各研究科 別 内 訳は 次の とお り で あ る 。
ま た ， 現地の 京都大学卒業生及 び関係者と懇談す
る 機会 を 持った。
（ 訪問 大学）
タ マサート大学， カセサー 卜 大学 ， イ ン ドネシア 大
学 ， ガジヤマダ大学
平成9年7 JJ 平成9年9月
研 究 科 課程 論文 主｜ー 課程 論文 員十博士 博士 博上 博－1ご
名 才， 名 名 名 γf 
文学研究科 l 1 2 
法学研究科 1 1 2 
経済学研究科 4 4 2 2 
理学研究科 5 5 4 2 6 
医学研究科 10 6 16 4 2 6 
薬学研究科 1 3 4 5 5 
工学研究科 6 13 19 8 6 14 
l段学研究科 6 8 14 2 4 6 
人間環境学研究科 1 
ライデン大学及びオークランド大学との学術交流
本学とオ ラ ン ダ王国 の ラ イデ ン 大学 と の 「学術交
流に関す る 一般的覚書jが平成 9 年 3 月 6 日 に， ま
た， ニュ ージー ラ ン ドのオー ク ラ ン ド大学 と の 「学
術交流に関す る 一般的覚書jが平成 9 年 4 月 10 日 に
交換さ れ た 。
上記二大学 と の 学術交流の推進につ い て は 国際交
流委 員 会 の 答 申 （ 関連 記 事『京 大 広 報j No.363 ) 
にそって 検討が進め られ， こ の た び 「覚書」 を 交換
す る こ ととなったもの で あ る 。
ラ イデ ン 大学 は ， 1 57 5年に創立 さ れ た人文・社会
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科学系及 び医学・ 自 然科学系の 各分野 を もっ総合大
学 で ， 教 員 数 は 1, 634人， 学生数 は 約 1 5, 5 14人 で あ
る 。
オ ー ク ラ ン ド大 学 は ， 1882 年 に創 立 さ れ た ， 人
文・社会科学系及 び医学・ 自 然科学系の 各分野 を も
っ総 合大学 で， 教 員 数 は 1 ,175人， 学生数 は24, 700人
で あ る 。
〈注〉教員 数 及 び学生数 の 出典は ， THE WORLD 





に伴い ， その 後任と し て豊島喜則大学 院人間・環境
学研究科教授 （ 生物環境シス テ ム 論講座担当） が10
月 1 日 大学院人間・環境学研究科長に任命 さ れ た 。
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任期 は 平成 1 1 年 9 月30 日 ま で




昨年に続 き ， 討論集会 「京都大学の教育 を 考える
（ 第二回 ） 一教養教 育 につ い て －J が ， 8月1 9 日
（ 火）～ 20 日 （水） の I泊2 日 の 日 程で ， 総長はじめ
全学 の 教職 員 約200名が参加 し て 開催 さ れ た 。
現在， 本学 で は ， 本 年 l月に総長に提出 さ れ た 全
学共通 科 目 レビ、ユー 委 員 会 の 改善提案に基づ き 設置
さ れ た A群科 目 専門 委 員 会 ， B·D群科 目 専門 委 員
会 ， C群科 目 専門委 員 会， 少人数教育・教養教 育 の
在 り 方 専門 委 員 会にお い て 全学共通科 目 が抱え る 具
体的な 諸問題につ い て の 議論が行わ れ て い る とこ ろ
で あ る 。
こ の よ うな 状況 を 背景に， 今回 は ， 一 日 目 に同 専
門委 員 会の 区 分に対応 し て 4 つ のグル ー プが設けら
れ ， 各グル ープにお い て 群科 目 専門 委 員 会等 で の 議
論の 紹介も交えな がら全学共通科 目 の 改善・充実の
た め の 方策につ い て ， 討議が行わ れ た 。 ま た ， 一 日
目 の夜には 「学生が考える 教養教育 J， 「履修状況調
査 からみ た 全学共通教育の 現状と問題点J ， 「教養教
育 科 目 の 内 容の 検討J の 3 つ の イブニ ン グセ ッ ショ
ン が設けられ， それぞれの セ ッ ショ ン で夜遅く ま で
討議が続い た 。 二 日 目 は ， 各グル ー プ及 びイブニ ン
グセ ッ ショ ン から討議内容の報告 を 受 け ， その後質
疑応答が行わ れ た 。
今回 の 討論集会で得られ た 成 果 が， 今後の 全学共
通 科 目 の 改善に向け て の検討に生か さ れ る こ とが期
待 さ れ る 。
『京都大学の教育と学生生活－4回生の意見－jの刊行
こ の た び， I京都 大 学 の 教 育 と学生生活－ 4 回 生
の 意見－Jが刊行 さ れ た 。 こ の冊子 は ， 全学共通科
目 レビュ ー 委 員 会に設けられ た 調査小委 員 会が， 昨
年 10月に本学に在籍中 の 4 回 生を 対象に 「京都大学
の 教育 につ い て の 4 回 生の意見」 と題す る ア ン ケ ー
ト 調査 を 実施 し ， その 調査結果 を もとに ま とめ た も
の で あ る 。
本調査 は ， 京都大学で 受 け た 教育と， その 聞の 学
生生活に関 し て 総括的な 問いか け を 行ったもの で あ
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り ， その調査結果 を み る と学生が本学で受 け た 教育
と学生生活への 満足度， ま た ， 学部 ごとに学生の学
習 ， 生活の 仕方 ， 意識の あ り 方 が窺わ れ る 内 容とな
って い る 。 こ の 冊子 は ， 既に各部局の 教官に配布済
み で あ る 。
今後， こ の 調査結果が各学部 の 教 育 の 改善に向け
た 取組みに活用 さ れ る こ とが期待 さ れ る 。
（ 全学共通科 目 レビュ ー 委 員 会）
京大広報
医療技術短期大学部説明会
医療技術短期 大学部 で は ， 7 月 22 日 （ 火）午後 l
時30分 よ り 5 時 ま で， 本短期 大学部について の 説明
会 を 開催 し た 。
説明会には 高校生231名， 高校進路指導教諭14名
の 参加者があった。
説明会 で は ， ま ず京 都教育文化セ ン タ ー にお いて ，
参加者全貝に本短期大学部の 特色， 入試概要， 各学
科の教育 内容 を ， 資料及び ス ラ イド を 用いて 説明 し
た 。 次に学 内施設見学と し て ， 6 グル ー プに分け て ，
約1 時間学 内 見学 を 実施 し た 。 最後に， 各学科 ごと
に分か れ て の個 人相談を 行い， 参加者と教官との懇
談の機会 を 設け た 。 ま た ， 学生生活や入試に関す る
一般的な 相談にも応じた 。
参加者 の 93. 1 %が ア ン ケ ー ト調査に応じ， その内
【日誌 1997年7月 i 目イ月山】
7 月 4 日 同和・人権問題委 員 会
8 Fl 評議会
9 日 防火委 員 会
環境保全委 員 会
1 1 日 オー ス ト ラ リア オー ス ト ラ リ ア 大学
Fay G ale学長連盟理事長他1 名来学 ， 総
長特別補佐及 び関係教官と懇談
12日 ミ ャ ン マ一 連邦 ミ ャ ン マ一 教育省
Than Nyun副大臣他 1 名 来学， 総長特別
補佐及 び関係教官と懇談
15 日 総長， 日 米医学協力委 員 会出席及 び高等
教育・学術研究機関にお け る 医学教育・
研究の現状に関す る 調査の た め ア メ リカ
合衆国 （ メ リー ラ ン ド州ベセ ス ダ市） を
訪問 （20 日 ま で）
。 平成 9 年度京 都大学技術職 員 研修 （ 第 18
回） (17 日 ま で）
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の99.5%よ り こ の 説明会が参考に な った との 回答を
得た。
（ 医療技術短期大学部）
28 日 連 合王国 グラ ス ゴ一大学
Robert Mi les社会学部社 会学科長他l名
来学， 総長及び関係教官と懇談
8凡19 日 討論集会 「京都大学の教育 を 考える （ 第
2 回）一教養教育につ いて 一」 （20 日 ま
で）
31 日 総長， タ マサー ト 大学 外 3 大学にお け る
高等教育並 びに教育 ・ 研究 の 実情調査と
視察の た め タ イ王国 及 びイ ン ド ネ シ ア 共










本 学名誉教授 南 勲先 生
は ， 7 月 9日 逝去 さ れ た 。 享
年70。
先 生 は ， 昭和26 年 京 都 大 学
農 学 部 農林工 学 科 を 卒業 後 ，
農学 部 助 手， 同 助 教授 を 経て，
同44 年 同 教授 に 就任， 農業工学科水利工学講座 を 担
任， 平成 4 年停 年 に よ り 退官 さ れ， 京都大学名誉教
授の 称号 を 受 けられ た 。
本 学退 官後 は ， 近畿大学教授 に 就任 さ れ て い た 。
先生は ， 水利工学， 農業水利 学 を 中 心とす る 広範
な 研究領域で， 数多くの 優 れ た 研究業 績 を 残 さ れ た 。
特 に 淡水湖化 に 関す る 研究 で は， 独創的な 除塩・水
質 改善理論 を 提唱 さ れ ， こ の 分野で の 第 一人者と し
て活躍 さ れ た 。 ま た ， i留池の 創築に よ る 農村開発に
関す る 研究で は ， 我が国の 瀬戸内 海周 辺 に 見られ る
小川 隆三 名誉教授
本 学名誉教授 小川隆三先
生 は ， 7 月 11 日 逝去 さ れ た 。
享 年68。
先 生 は 昭和2 9 年 京 都 大 学 医
学 部 を 卒業 ， 京 都 大 学 医学 部
附属病院 副手 ， 保健診療所助
手 ， 医学部講師， 助 教授 を 経て， 同61年 保健管理セ
ン タ ー教授 に 就任， 平成 4 年停 年 に よ り 退 官 さ れ ，
京都大学名誉教授の 称号 を 受 けられ た 。 こ の 間昭和
52年 5月から保健診療所長， 同61 年 4 月 から保健管
理セ ン タ 一 所長と し て， 学生お よ び職員 の健康管 理
に 寄与 さ れ た 。 ま た， 騨臓病， 内 分泌疾患 を 専 門 分
野と し， 甲状腺機能異常とビ タ ミ ン B1代謝の 関係
に 早期 から着 目 ， 先 駆的な研究 を 行わ れ た 。
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i�i池i�＼主蹴技術を 東北 タ イの 少雨・低生産性農業 地情
に 移入 し ， 溜池の 多 目 的利 用 に よ る 農村の経済発展
効果 に つ い て総合的な 視野から研究 を 推進 さ れ， 多
年 に わ た る 現 地調査等 を 通 じて， その 有効性を 実証
さ れ た 。 こ の 功績に よ り ， 平成 7 年， タ イ王国チュ
ラ ロ ン コ ー ン 大学 よ り 名誉経済学博士の 称号 を 受 け
られ た 。
ま た ， 先生は ， 農業土 木学会理事， 未来農業 国際
研究財団常務理事， 日 本 国際雨水資源化学会長， 国
際雨水資源化シス テ ム 学会副会長等 を 歴任 さ れ， 学
会 ・ 学術の 発展 に 尽く さ れ た 。
こ こ に 謹ん で哀悼の 意を 表 し ま す。
（大学院農学研究科）
退 官後 は ， 彦根市民病院長と し て 地域医療に 尽力
さ れ た 。




本 学名誉教授 磯村 哲先
生 は ， 8 月 2 3 日 逝去 さ れ た 。
享 年82。
先 生 は ， 昭和 1 4 年 京 都帝国
令 ‘ 大 学法 学部 を 卒業 ， 同大学法
・・ 学部 助 手 ， 助 教授 を 経て ， 同
26年教授に就任， 同53年停 年によ り 退 官 さ れ ， 京 都
大学名誉教授の 称号 を 受 け ら れ た 。 こ の 間 ， 民法第
一講座 ， 同 第二講座 ， 同 第三講座 ， 法社会学講座 を
担当 し て 法学教育に貢献 さ れ る と 共に， 京 都大学評
議員 を 務 め ら れ て ， 大学行政に も 寄与 さ れ た 。
先生は ， 近代法 の 歴史的性格及 び社 会的性格 を 法
思想的分析 を も 踏 ま えて法社会学的に解明 し ， その
成 果 の 上に立っ て 我が 国 にお け る 近代法 の 性格 を
「 社 会 法学」 と いう新 し い法観 と し て 析出 さ れ た 。
エ ー ル リ ッ ヒ， ウェー パー ， ル ソ一 等について の ー
井上 民二 生態学研究セ ン タ ー 教授
生 態 学研 究 セ ン タ ー 教 授
井 上民二先 生 は ， マレーシ ア
サ ラ ワ ク ナト｜で飛行機事故の た
め ， 9 月 6日逝去 さ れ た 。 享
年49。
先 生 は ， 昭和4 6 年 京 都 大 学
農学部 を 卒業 し ， 同 大学院農学研究科で学ばれ た 後 ，
京都大学農学部助 手， 同 講 師 を 経て ， 平成 3 年 4 月
生態学研究 セ ン タ ー 教授に就任 さ れ た 。
先生は 昆虫生態学者 と し て ス タ ー 卜 さ れ， ア ブの
移動分散様式やカマキリの行動の 数 理解析， ハリナ
シパチの 社 会 構造の 研究で大 き な 業 績 を 残 さ れ た 。
セ ン タ ーの 熱帯生態学研究部 門 教授に就任後， 先生
は 地球最後 の 秘境 で あ る ， 熱帯林の 林冠部 の研究に
取 り 組み ， 樹木の 一斉開 花や， 花粉の受渡 し を 巡る
樹木 と 昆虫 と の 共進化の研究 を 大 き く進展 さ せ た 。
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連 の研究に， それが結実 し て お り ， いずれ も 我が国
の 法 社 会学を 発展 さ せ た画期的労作 と 評価 さ れ て い
る 。 ま た 民法学の研究において は ， 法の 歴史的社会
的基礎に照応 し て 法思想， 法理論を分析す る と いう
態度 を 貫か れ た 。
こ の よ う な 学問 的業 績が認め ら れ て ， 昭和61年12
月 に 日 本学上院 会 員 に選出 さ れ ， 同62 年 1 1月3 IIに
勲二等旭円重光章 を 受 け ら れ た 。
こ こ に謹ん で哀悼の意 を 表 し ま す。
（大学院法学研究科）
その 成 果 は 多くが ま だ公表 さ れ て い な いが， すでに
高い国際的評価 を 受 け て いる 。 主 な 編著に『花に引
き 寄せ ら れ る 動物一花 と 送粉者 の 共進化j， 『昆虫社
会 の 進化』な どがあ る 。
ま た ， 先生は ， 西太平洋ア ジア 地域にお け る 生物
多様性研究 を 推進す る た め に， 研究交流の 国 際組織
(DIWPA） の 構築 と ， 室内 実験研究者や理論家 の 多
様性研究への 参画を 容易にす る 国際共同 利 用 野外研
究施設の 充実に取組む と と も に， 国 際生物学セ ミ ナ
ー を 開催 す る こ と に よ って ， 囲内 の み な ら ずア ジア
地域の 有為の人材の 育 成 に力 を 注が れ た 。
こ こ に謹んで、哀悼の意を 表 し ま す 。




大正 3 年 に文学部陳列館が設置 さ れ て 以来全学の
願いで あ った 京都大学総合博物館 が本年 4 月 1 日 に
発足に至った 沿革につ いて は前号で紹介 し た 。 教官
9 名， 事務官 4 名の 組織 は 発足以 来， 文化史資料 を
納め た 旧文学部博物館に比肩 さ れ る 自 然史・技術史
資料関連の新館計画策定を 中 心に新博物館 の 立ち上
げに全力 を 注いでいる 。 予定どお り 2000年に完成す
れば， 文化史・ 自 然、史・技術史を カバー し ， 「人類
の財産と もいうべ き 学術資料の保全J ， 「学術資料 を
使った新た な 研究や教 育 の 支援J ， 「知的生産の 成 果
の世界への 発信」 と いう業務 を こ な せ る わ が国初の
本格的大学博物館 と な る 。
学術審議会に よ る 大学博物館設置勧告， ま た 最近
も報道機関に し ば し ば取 り 上げ ら れ る な ど国 家 的 コ
ン セ ン サス は も と よ り 市民 の 期待も次第に高 ま り 有
り 難く思って いる 。 た だ， 自 然、史， 技術史資料が持
つ意味やそれ ら を 収 蔵す る 博物館 を 設立す る 意義に
ついて ， 学 内 の 諸賢に詳 し く説明す る 機会 は 今 ま で
な かった。 そこ で こ の 際， もう一度総合博物館 の 役
割につい て 説明 さ せ て いた だ き ， ご支援 を お願いす
る こ と に し た 。 総合博物館 は ， 文化史分野を も含 ん
だ組織 で あ る が， 今回 は ， 以上の よ う な 趣旨か ら 自
然史・技術史関係 の記述に重点の 置 か れ る こ と を お
許 し いた だ き た い。
総合博物館 は ， 学術標本資料 を 重視 し た 博物館で
あ る 。 京都大学には， 国宝・重要文化財などの文化
史資料 は もちろん ， 故木原 均博士に よ る 7,000品
種以上の コ ム ギ コ レ ク ショ ン な どの 国際的に著名な
コ レ ク ショ ン ， 生物や化石の 新種 を 見つ け た と き
「戸籍原 簿j と な る 「 タ イプ標本J， エゾカワウソな
どす でに絶滅 し た多くの生物など， 膨大 な 学術標本
資料が所 蔵 さ れ て いる 。 総合博物館 は ， こ れ ら の人
類共通 の 財産 と も言うべ き 標本 資料 を 適正に収 蔵・
保存・管 理 し ， 次世代に伝える 任務 を 負う。 ま た ，
多数の 生物資料 の 保全 は わ が国 が 「生物多様性に
関す る 条約jに よ って 国 際的に負う生物多様性につ
いて の 実物資料 の 保全 の 義 務 の 一端 を 担うこ と につ
な が る 重要 な 業務 で あ る 。
し か し ， 標本資料 は ， 単に受 け身に保全 を 待つ だ
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け の ひ弱な存在で は な い。 技術革新に よ って髪の毛
一本 か ら で もDNA を 抽出， 遺伝子情 報 を 読め る よ
うにな っ た 今， 長年にわ た り 収集 さ れ た 生物標本資
料 は有用 遺伝子型発掘の た め の 巨大 な 遺伝子資源へ
と 変貌 し た 。 ま た ， 多種の 鉱物標本 は ， 新セ ラ ミ ク
ス， 半導体 な ど新素材の研究材料 と し て も脚光 を 浴
びている 。 さ ら に化石や堆積物に記録 さ れ た 同位 体
比変動は， 地球環境の 将来予測に不可欠 な ， 過去の
地球環境変動について の情報源 と し て 熱い視線が向
け ら れ て い る 。 「学術資源j と し て こ の よ うに新 し
い価値 を 主 張 し 始め た学術標本資料 を ， 内 外の研究
者に迅速に提供 し て ， 研究 を 支援す る 役割 を 果た す
こ と は， 総合博物館 の 重要 な 任務 の 一つ で あ る 。
京都大学 で は ， 1000年前 の 東大寺古文書や最近有
名 と な った 5億年 以上前 の パー ジェス頁岩化石動物
群 を 初め と す る 実物教材を 使った実習 が伝統的に行
わ れ て き た。 こ の よ うな 知的責沢が許 さ れる 大学は
国 内 外で もそうざ ら には あ る ま い。 総合博物館が整
備 さ れ た 暁には， 多様な 標本資料 の 検索 と 貸 し 出 し
が容易 と な り ， 実物教育 は さ ら に充実す る だろう。
ま た ， 館 で は ， 様々な 展示 を 行う予定で あ る 。 こ こ
で は ， 京都大学で標本 資料 を 使つて な さ れ た 優 れ た
研究につ いて ， その研究 の 発想 さ れ た プロセス， さ
ら に将来 の研究にゆだね ら れ た 課題 を も提示 し ， 学
生諸君の知的好奇心 を 刺激 し ， 独創的・創造的研究
の 創 成 を 触発す る つ も り で あ る 。
科学が専門 化す る と と もに人類に役立つ研究もど
んどん難解な もの に な っている 。 そこ で， 総合博物
館 で は ， 公 開 展示や公 開講座 な ども今 ま で 以上に行
い， 最先端の研究成果 を 一般にもわ か り やすい形で
紹介 し ， 社 会 に聞か れ た 京都大学の窓口 と し て の 役
割 を 果 た す 予定で あ る 。 と り わ け退官 さ れ た 教官の
方々の ご支援 を 得て ， 最良の 効果 を あ げ た い と 密か
に念じて いる 。 例えば， 「雨の 日 は 博物館へおいでj
と いう よ うな キャ ッ チフレーズで京 都に大勢訪れ る
修学旅行の 中 ・高校生の何%で も よ いか ら 博物館に
来ても ら う と す る 。 そこ で退官教官の先生方に， 標
本資料 を 前 に御 自 分の研究成果 を 時には逸話や失敗
談な ど を 交えて わ か り やすく説明 し て い た だ け れ ば
次代を に な う青少年 の 理科系離れの 阻止に大 き く寄
与す る だろう。 折 し も京都大学 で は ， 早 期 少人数教
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育 の実施可能性につ い て の 議論が始 ま って い る 。 向
学 心 を 緬養す る の で あ れば， 博物館 を 舞台と し た退
官教官の先生方 の 奮闘に よ って 大学入学前 の 生徒に
向学心の 火種 を 植え付 け た と し て も早すぎる こ とは
な い だろ う。
ま た ， イ ン タ ーネ ッ ト を 初め とす る ネ ッ ト ワー ク
を 通じて ， 来館者だけ で な く， 広 く世界に向け た 情
報発信 を 行って い く予定で あ る 。 発信情報に は ， 研
究者向けの専門的標本資料 デー タ ベース から， ホ ー
ム ページま で が含 ま れ る 。 す でにホーム ページは 開
設 さ れ て い る （ h ttp://www.mus e um.kyoto­
u.ac.jp/i nde xj .htmlで、ア ク セ ス 可能）。 ま だ200画面
程度の 規模で は あ る が， 毎日平均数百件の ア ク セ ス
があ り ， 社会一般の総合博物館に対す る 関心の 高 さ
に勇気づけられ て い る 。
京都大学が100年にわ た り 収集 し た 標本 は ， 今貴
重 な 「学術資源jと し て 脚光を 浴 び始め て い る 。 そ
れ は 遺伝子資源や新素材研究材料といった実用的な
側 面から， 将来予測といった 地球環境の 未来に関わ
る 問題 の 解決の た め の研究材料と し て ， ま た それに
も ま し て こ れ から科学 を 志す学生や青少年に夢 を 与
える 実物教材と し て ， 物心両面に関わ る 「資源」 な
の で あ る 。 よ うやくに し て ， 博物館組織 は 発足 し た 。
あ とは ， 一 日 も早く適正 な 規模の施設 ・ 設備の整備
が急がれ る 。 幸い 各 方面の協力を 得て表紙図 の よ う
な 博物館 の 企画プ ラ ン がす で にで き あ が り ， 反響 を




















1995年 8 月 か ら 1997 年 6 月 ま でパリの コ シャ ン 分
子遺伝学研究所でエイズ ウイル ス の研究 に 専念す る
機会 を 得た 。 こ の研究所 は 各ユニ ッ ト に 至る ま で
例 え ば パ リ 第 7 大 学 （ 文 部 省 ） の 教授 の 元に
INSERM （ 厚生省 ） の研究部長やCNRS （ 科技庁）
の研究員 や技術職 員 がいる と いう よ う に 非常 に 入 り
組んだ組織であ り ， いか に も 融通 の利くフ ラ ン ス ら
し い。 ユニ ッ ト 内 の 国籍 も 軽く十カ国 を 越え国際色
豊かで、あ る が， 会 話 は 大半 が仏語で， 英語が辛うじ
て 理解で き る 程度の 私は肩身が狭かった 。 研究所の
規模や設備の面で は む し ろ ウイル ス 研究所の 方が勝
って いる ほどだが， 研究支援ス タ ッ フが充実 し て い
て 気持ち よ く研究 に 集中 で き る 環境が整って いた。
ユニ ッ ト の 教授は， 以前客員 教授 と し て 2' 3 カ
月 日 本 に 呼ばれ た こ と があ り ， し か も ， 息子 に 日 本
人 の ガー ル フレ ン ドがいる こ と も あ って 親 日 家だっ
た 。 そ し て ， “Bonsoir” は 「今晩はJ だ と 理解 し て
いる 。 と こ ろ が， フラ ン ス で は ， 夕方 別 れ る 時 に も
Bonsoir を 使う。 か の 教授は ， 夕方帰る と き な ど，
し ま り か け の エレベー タ ー のドア の む こ うで， こ ち
ら を 見据えて ぺこ ん と 頭 を さ げ， 「 コ ン パ ン ワj と
言いな が ら 去って 行ったO
生活の 方 で は 最初の半年程， 単身で、パリ南部 に あ
る Cite Internationale Universitaire de Parisの 日 本
館 と イ タ リア 館 に 住 ん だ。 広 い敷地の 中 に 各 国 の 宿
舎が木々 に 固 ま れゆった り と 立ち並 ん でいて， 美 し
い公園の 中 に 住 んで、る よ うだった 。 格安 と はい か な
いが手頃な 料金で， 研究者 は 入居 し やすい。 パリで
単身 ま た は 夫妻だ け で 住 む方 は 検討 に 値す る と 思
つ。
パリの ス ー パー マー ケ ッ ト の 魚は あ ま り 来庁然草で は
な いが， 専門 の 魚屋 で は 新鮮な 魚 も 手 に は いる 。 マ
グロは l OO gが90 円 程で、 ま な 板の 上 に の せ て ， 頭の
方 か ら 順番 に 3 cm幅く ら いの 輪 切 り に し て 売って
いる 。 そ し て ， も った い な い こ と に ， 彼 ら は ， 我々
が大 ト ロ と 称 し て 珍重す る 部分は 最初 に 内臓 と 一緒
に 捨て て し ま う。 それで、 も 早 め に いって ， 前 の 部分
が買えれば，輪切 り の 中 に 中 ト ロく ら いは 入 る の で ，
時々朝に 買い物を し て 堪能 し た。 サパ も いい。 味噌
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煮 も いいが， 私はシメ サパが好 き だ。 フ ラ ン ス人 に
サパを ご馳走 し な が ら ， 「ya va？」 な ど と いって 一
人で悦に 入って いた 。
半年後 家族 を 迎える た め ， 大 き め の ア バル ト マ ン
に 引っ越 し た 。 7 0 平 方 米 4 部屋 家 具付 き で7 500F
(15万円程）。 パリの 15区 に し て は 安いが， か な り 古
く， 冷蔵庫は 小 さ くて ドア が壊れ て は ずれ， 電 気 コ
ン ロは な か な か熱くな ら ず， ゴキ ブリは 沢山いて 大
変だ、った 。 冷蔵庫は 大 家 と の 交渉で新 し く大 き いの
を 買って も ら い （ 家 族写真 を 見せ て 拙い仏語で 「私
の 子供 は 良く食べ る ん で す 」 と 訴え た の が効い た
か ）， ゴ キ ブリの巣を 見つ け て 一網打尽 に し て 何 と
か家族が来 る 前 に人並 み の 暮 ら し がで き る よ うに な
った。 パリの ゴ キ ブリは こ ち ら で み か け る 大 き くて
黒光 り し て て 素早くて恐ろ し い こ と に人に 向かつて
飛ん でくる よ うな の に く ら べ る と ， 小柄で、 （親で も
l ～ 2 cm）色 も 淡くて 動 き も と ろ いの で ゴ キ ブリ
が苦手 な 私で も 何 と か な った。
日 本 の ア ニ メ やTVゲー ム は ， フ ラ ン ス の 子供 に
も 大 人 気だ。 最近の ア ニ メ の 主 人公 は 髪の 毛や 目 の
色 な どカ ラ フル で 彼 ら に と って も 違和感が無いのだ
ろ う。 研究部長 ら の 家 族 を 招いた と き な ど， 子供達
は す ぐ＇TVゲーム を 通 し て 仲良くな った 。 日 本 か ら
持って 来 たゲー ム カセ ッ ト の 大 半 は フラ ン ス で も 売
ら れ て いて ， 言葉の 壁 を 越えて 共通 の 認識が出来 て
いる 。 我々が専門 用 語 と 共通 の パ ッ ク グ ラ ウ ン ドの
お かげでった な い語学力を カバー し て コ ミ ュニケ ー
ショ ン で き る の と 同 じだ。
写真は ， 研究部長 ら の 家 族 と パリ郊外の Asterix
Pare遊園地 に ピ ク ニ ッ ク に 行った と き の も の 。 右
奥に立って白いジャケ ッ ト を 着 て い る の が筆者で あ
る 。




最近， 医療施設にお い て 医療従事者の 集団感染症
の ケ ー ス が 目 立って い る 。 例えば， 岡山県の 某病院
で の 病原 性大腸菌0-157の 集団発生， 奈良市 の 国立
病院にお け る 医師 l 人， 看護婦 8 人な ど合計 9 人が
肺結核に感染， 発症 し た ケ ー ス や， 仙台市 の 某病院
で は 医療従事者 を 中 心に11人が結核に感染 し ， 20歳
代の 看護婦 l 人が死亡す る とい う痛 ま し い 結果とな
って い る 。 結核感染の 場 合 の 特徴は， 感染者の 大半
が20歳代に よ って 占められ て い る こ とで あ る 。 つ い
最近も横浜市 内 の 病院 で医師， 看護婦， 検査技 師 な
に合計 7 人が結核に擢患 し た と報じられ て い る 。
今年も病原性大腸菌の 感染は ， 全 国的に散発的な
がら多くの 発生がみられ て い る 。 多数の人に食事を
供給す る 仕事に従事す る 人た ちにつ い て は， 食中毒
の 流行す る 時期 の み な らず， 一年 中 検便 を お こ な っ
て 保菌者の発見に努め て い る が， 昨年の病原 性大腸
菌0-157に よ る 食 中 毒 の 大 流行以降， 本学で も 自 主
的に検査の精度 を 上げて 検査す る 病原菌の種類 を 広
げ た 結果， 結構いろ い ろ な 菌が見つ かって き た 。 そ
の 都度検出 さ れ た菌の病原 性， 毒性の 強 さ ， 過去の
流行事例の検索な ど を 行わ な け れば な らな い。 幸い
多くの 場 合 は毒性の あ ま り 強い もの は な かっ た が，
し か る べ き 事後 措置 が必要となった。
新聞報道によ れば， 大阪府が1993年か弓95年 の 3
年 間 に， 府内 の22 の 保健所に報告 さ れ た 結核患者数
から， 看護婦が一般人と比べ てどの程度肺結核に，罷
患 し やす い かとい う， い わゆる 「相対危険度」 を 割
り 出 し て いる 。 20議代で は 一般人 よ り 3.05倍発病の
機会が高く， 30歳代が最も高くて4.91倍で あ っ た 。
40歳から60歳代 ま で は 1 .38倍から1.58倍で あ り ， 全
体で は2.65倍も擢患 し やす い とい う。 昨年実施 さ れ
た 沖縄県の 同 様 の 調査 で も， 20歳代で 一般人 よ り
6.37倍， 全体 で2.3 1 倍とい う結果 が得られ て い る 。
最近の 若い人は 結核に対 し て 未感染者が多く， 免疫
力が低い人が多い。 本学でも新入生の 定期健康診断
の 時にツベル ク リ ン 反応 の 陽転 の具 合 や， BCG 接
種 の 有無 を 必ず聞いて い る が， 満足な 答えが得られ
る の は ま れ で あ る 。 ほとんど関心が無い というの が
現状で あ る 。
世界的にみ て も結核は 増加 し て お り ， 年 間 800万
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人の患者が発生 し ， 300万人が死亡 し て い る 。 我が
国 で の結核に よ る 死亡は， 年 間約 3千人でほぼ横ぱ
い で あ る が， 新 し く感染す る 人は 4 万人 を 超えて い
る 。
定期健康診断の 受検率が低い の は 医学部の 学生で
あ り ， 病院 の 教職 員 で あ る 。 健康にた い す る 自 己管
理意識が乏 し い人が増えて き て い る という印象 を う
け る 。
針刺 し 事故は ， 日 常的に何時 起 こ って も不思議で
な い。 厚生省 が発表 し た エイズ診療の 拠点病院 で の
調査に よ れば， 昨 年一年 間に針刺 し 事故は約3900件
起 き た とい う。 幸いエイズに感染 し た人はいな かっ
た よ うで あ る が， C型肝炎 ウイ ル ス の 感染は 7 件 を
数えた という。 全 国 的にみ れば こ れ は 氷山の 一角に
すぎな いと思わ れ る 。 保健管 理セ ン タ ー で は ， 毎年
こ の よ うな 病気に感染す る 恐れ の あ る 医療関係者に
は B型肝炎にた い す る 抗原 ・抗体検査 を 行って い る
が， C型肝炎につ い て は 実施 し て い な い 。 医療従事
者に注意 し て い た だく し か仕方 が な いというの が現
状であ る 。
こ の ほかに， 情報機器 （VDT）， 騒音や放射線に
基づく健康管 理の 対象者は ， 毎年増加 し て いる 。 問
診票に よ る ス ク リー ニ ン グで症状 を 有す る 人 を 呼 び
出 し て専門医が診察す る わ け で あ る が， こ れが な か
な か面倒で あ る 。 例えば 中 年 以降の人で， 「 最近 目
がかすむJ， 「風邪を 引 き やすくなった」 という項 目
がチェ ッ ク さ れ て い る 場合， 経験の 豊富な 専門医の
判断 を 仰ぐわ け で あ る 。 こ の よ うな 場 合， 年齢や定
期 健康診断， その他の 特別健康診断の 成 績 などとリ
ン ク さ せ て 判断す る 場合もあ る 。 年齢的 な もの で 心
配が な いという よ うに判断が甘くな る と手遅れとい
う事態も起こ り うる し ， 逆に厳 し く し す ぎる と呼び
出 し を 受 け て精密検査 の 対 象にな り ， 検査 を 担当す
る 立場からい えばその人数が増える こ とにな り ， 神
経 を 使うとこ ろ で あ る 。 問診票に記 入 す る 場合には，
よ く考えて 記 入 す る よ うにお 願い し た い。






最近， 国際交流が益々盛んにな り ， 私達にも外国
人と接触の機会が増えて い る 。 こ の よ うな 中 で私が
最近考えた こ とを 記 し て み た い。
こ れ ま で 何度か欧米で 開催 さ れ る 研究集会等に参
加 さ せ て い た だい た が， 研究発表プログ ラ ム に加え
親睦プログ ラ ム があ る 。 親睦プログ ラ ム で は ， と り
わけ主催者世話人から個 々の 参加者の事情や気持ち
を ？及んだ温か い 心配 り を 受 け る こ とが多い 。 経験の
乏 し い 参加者もパーテ ィ を エ ン ジョイで き る よ う，
丁寧に誘って く れ る 。 こ の よ うな もて な し の お 返 し
というこ とで， 昨年私達 が当地で 国際シ ン ポジ ウム
を お 世話 し た 際も， 出来 る だけ 参加者相互が心お き
な く 交流出来 る よ う世話掛全 員 が心 を 砕い た と こ
ろ ， い さ さ か驚か さ れ た の は，的；米の 参加者が こ ち
らの 気持ちに直ぐに反応す る 事で あ っ た 。 結 果 の 善
し 悪 し に こ だわらずに我々の努力 を 判って く れ て ，
「 あ れ は良かった」 と直ぐに言って く れ る 。 例えば，
会議の初め に或る メ ッ セ ージを 収め た テ ー プの再生
がうま く 行か な かった こ とで さ え， 「 あ れ で 皆がリ
ラ ッ ク ス で き た から良かった 。 Jとな る 。 もっと 日
常的には ， 西欧の 町や大学構内 で見知らぬ人とす れ
違って も気持ちの良い挨拶が送られ て く る こ とが多
し、。
私は， 欧米の精神には， お互いの 表面上にたとえ
違いがあ っ て も， 共通 の立場で出来 る だけ協力 し ま
し ようという意志を 積極的に表す こ と， 先ずは敵対
者 で は あ り ま せ ん という表現 を 発す る こ とが共通 の
基盤の出発点で あ る とい う意識が流れ て い る よ うに
思う。
敵州を 旅行す る と， 千数百年 前 は 周 囲 を 強固な城
壁で囲 ま れ て い た 古 い 町 を 多 く 見か け る 。 今も一部
に残る 城壁は 格好の観光対象で あ る 。 彼等の祖先が，
当時 の ロー マ軍から 自 らの 安全と富 を 守る た め に，
皆で力 を 合わせ て築い た 物ら し い 。 皆で力を 合わせ
る とい う協力の 精神 は ， 調和 を 乱すもの を 拒絶 し ，
異端者集団から 自 らを 守る た めにも発揮 さ れ た と感
じた 。 数年前にド イ ツの あ る 空港に着 い た 時 ， 入 国
審査場に係官が な か な か現れず行列が出来 て 待って
い た と こ ろ ， 後 から来 た人相の 少々良 く な い男が 4
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人一番前に割 り 込 んだ。 その 後に並 ん で い た 10人程
の 日 本人は 皆黙って い た が， 私の 前 の 一人の 欧米人
は 男達に 「それ は良 く な い 」と何度も忠告 し た 。 や
が て 係官が現れ， 男達 は 別 室に連 れ て 行か れ た 。 彼
の 欧米人は 「 こ の様なと き 日本人も忠告 を す る べ き
だ。 」 と私に言った 。 欧米の精神 に は ， 国や立場 が
異な って も出来 る だけ 共通 の 基盤 を 持っ て 協力 し ，
こ れ を 乱すもの を 拒絶 し よ う， という共通認識があ
る こ と を 感じた。
私達 日 本人の精神 の根底には， こ と さ ら積極的に
協力の 意志を 表 さ な く て も， ま た 多様性の 中 で共有
す る べ き 良識に背 を 向け る 人達 を あえて疎外 し な く
て も， い ずれ皆同 じ考えで協力で き る だろ うという
信仰の よ うな もの がな い だろ うか。 欧米と文化の異
な る 我々が よ り 有効な 国際協力 を 進め る た め に は ，
日 本文化の 優 れ た と こ ろ を 認識 し つ つ， 多様性の 中
の 協力という精神に基づ く 欧米社 会の良識 を 共有す
る こ とに よ って ， 一層強い信頼で結ぼれ た 真の パー
トナーシ ッ プ を 培う よ うに し な け れば な らな いと思
う次第 で あ る 。








国立大学等 の 予算につ き ま し て は ， 厳 し い財政事
情 の 中 で， 種々 ご配慮頂い て い る こ とに感謝を 申 し
上げ ま す 。 とくに科学技術基本法の制定 を 受 け て 科
学技術基本計画が策定 さ れ， 研究費 が大幅に増額 さ
れ ま し た こ とは ， 研究者に明る い 希望 を 与え研究に
は ずみ がつ く も の と期 待 し て い ま す。
し か し わ が国 の 科学技術の 一層の発展 を 図る た め
には，科学技術基本計画に も 指摘 さ れ て い る とお り ，
施設・設備の 改善が不可欠で あ り ま す 。 とくに国立
大学にあ って は ， 昭和55年 か ら 平成 4 年 ま で の 間 ，
施設設備費 が著 し く抑制 さ れ た た め， 新設大学 及 び
統合移転 中 の 大学 を 除 い て は 建物の新営 は ほとんど
行われず， 著 し く老朽化， 狭｜盤化が進み ま し た 。 平
成 4 年以降補正予算によ って 施設は あ る 程度改善 さ
れ ま し た が， な お 老朽建物が多く， 不足面積 も 412
万平方 メ ー ト ル に達 し て い ま す 。 こ の こ とは国立大
学の教育・研究に大 き い影響 を 及 ぼ し て い ま す 。 講
堂や実習室は老朽化， 狭｜盤化が進み， 新 し く導入 さ
れ つ つ あ る 小人数教育 の た め の 施設は ほとんどな い
状態で ， 教育 の た め の 諸施設は公私立大学に比 し 著
し く劣る 状態、で あ り ま す 。 ま た研究の面で も 研究者，
大学院学生な どが研究す る 場所に困る 状態とな って
お り ， 折角増額 さ れ た研究費が生 き な い 状態とな り
つ つ あ り ま す。 施設の整備は国立大学にとって 喫緊
の 課題とな って い ま す 。
し か も ， 平成 9 年 度には施設整備費 は平成 8 年度
よ り 減少 し ， 私ど も は 大 き い 不安 を 抱い て い ま す。
現下の厳 し い 財政状況は十分に理解 さ れ る と こ ろ
で あ り ま す が， 学術の 進歩な く し て わ が国 の 未来が
な い こ と も 確実で あ り ま す。 とくに科学技術発展の
た め の 緊急の 課題 は ， い ま 施設の改善で あ り ま す。
こ の た め 平成 10年度の 予算にお い て ， 教育・研究の
施設の 整 備・充実が是非図 ら れ る よ う要望す る も の
で あ り ま す。
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国 立大学教官等 の 給与等 の 待遇改善につ い て は ，
人事院 を は じめ 関係機関の 特段の配慮 を 得て 改善が
な さ れ て き た と こ ろ で あ り ， 関係 各位の ご努力に対
し て 深く感謝す る 次第 で あ り ま す。
いうま で も な く， 近年， 教育改革の 問題が焦眉の
国家的課題と さ れ ， 大学につ い て も ， 教育・研究の
充実整備が課題と な って お り ま す 。 こ の 課題に応え
る うえで， ま ず何 よ り も 大学 自 身がその教育・研究
体制の 改革に取 り 組む こ とが必 要 で あ り ， 各 国 立大
学 が 自 己点検・ 自 己評価 を 実施 し ， それ を 自 ら の 大
学の 改革と活性化の契機とすべく努力 し て い る とこ
ろ で あ り ま す。
それとと も に， 大学の質的向上 を 図 る には ， その
担い手で あ る 大学教官等に有為な人材を 確保す る こ
とが基本的前提条件で あ り ， それ を 充た す た め には
大学教官等 の 待遇改善 を 図る こ とが一つ の必須要件
で あ り ま す。 ま た ， 平成 7 年 1 1 月 15 日 施行， 公 布 さ
れ た 「科学技術基本法」 で は ， 国 は ， 研究者等 の 職
務がその重要性にふ さ わ し い魅力あ る も の とな る よ
う， 研究者等の適切 な 処遇の確保に必 要 な 施策 を 講
ずる も のと し て い る とこ ろ で あ り ま す 。
し か し な が ら ， それ は い ま だ十分で、あ る とは言い
難い状況にあ り ま す の で， さ ら に以下の 諸点につ き ，
こ こ に重ねて 強く要望す る 次第 で あ り ま す。
言己
1 . 教育職 （ー）の俸給水準の引 上げを 行う等 を 含
め 俸給体系を 是正す る こ と。
大学は高等教育 お よ び学術研究 を 推進・発展さ
せ る 中 心の 存在と し て 社 会 の付託に応えて ， その
任務 を 果 た し て い る 。 科学技術の 著 し い 進展と国
際化の 時代にあ って， その責務 は益々増大 し て い
る と こ ろ で あ る 。 その と き にあ たって ， 大学の教
学 の 中 心の 担 い 手 は 大学教官で あ り ， 教育・研究
につ い て 絶えざる 情熱と高い能力 を 有す る 優 れ た
人材 を 擁す る こ と は 大 学 の根本 で あ る こ とに鑑
京大広報
み ， その 俸給を その職務 と 責任に 見合う水準に 引
き 上げる よ う特段の 配慮 を 強 く 要望す る 。 特に 近
年， 国立大学の 教官の給与水準が民間 企業研究所
や私立大学のそれ を 大幅に 下 回って いる 実態が人
材確保の 障害の 要 因 と も な っている こ と に配慮 し
その 急な る 改善が待た れ る 。
ま た ， 助 手 に ついて高校教諭の給与 を 下回 る 実
態や教務職員 の給与の頭打ち等 の 問題があ り ， こ
れ ら 職 員 の 給与の 格差是正 を 図る 。
な お ， 以上の俸給水準の引 上げ と 同 時 に 特 に 中
堅教官の 給与配分 に つ い て 改善す る と と もに ， 現
行の昇給延伸制度に ついて も， 教官の 職 の 高学歴
に よ る 高年齢就職等 に よ る 特殊性に 着 目 し て その
年齢の引 上げ を 図 る 。
2. 部 局長 （ 学生部 長， 事務 局長等 を 含 む。 以 下
「部 局長等」 と いう） に つ いて 指定職 の 完全適用
を 図る こ と 。
部 局長等 及 び教育， 研究の功績顕著 な 教授 に 対
す る 指定職 の適用 拡大 に ついて は改善が図 ら れつ
つ あ る が， ま だ十分な 状況 と はいえな い。
指定職 制度は ， 特定の 職務就任 を 条件 に 適用 す る
の が本 来 の趣旨で あ る こ と を 踏 ま え， 部 局長等 に
ついて は ， その 在任期 間 中 は す べ て 指定職俸給表
が適用 で き る よ う措置す る 。
ま た ， 特に教育， 研究の功績顕著 な 教授 に 対 し
て 指定職俸給表 の適用 を さ ら に 拡大す る 。
3. 管 理職 手当 の 適用 対象の 拡大 と 増額 を 図 る こ
と 。
近年 ， 大学 に お け る 管 理運営の 職責が益々重 く
な り つ つ あ る 実情 に鑑 み ， 全学段階の委 員 等 の 学
内教育 行政の 要職 に あ る 者 に ついて ， 管 理職手当
支給の 途 を 聞 く よ う配慮 す る 。
な お ， 部 局長等 に つ いて 指定職 の完全適用 を 前
項で要望 し て いる と こ ろ で あ る が， 指定職が適用
さ れ る ま で の 間 ， 引 き 続 き その増額 を 図る 。
4 . 大学教官特有な 職務 に 見合う手当 と し て 「大学
研究調整額」 （ 仮称）を 新設す る こ と 。
大学教官は， 高度の専門教育 を 行うばか り で な
く ， 進展極 ま り な い学術の研究 に ついて一定の 業
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績 を 常 に 要 請 さ れ る 。 その た め ， 各種学 会 活動や
独 自 の情報の 収集等多様な教育・研究活動 を 遂行
す る こ と が必須 と な っ て い る 。
し か し な が ら ， こ の よ うな 多様な教育・研究活
動 に 際 し て ， 自 費 か ら 支出す る 研究 費 が少 な く な
い こ と が， 当協会財政基盤調査研究委 員 会 が行っ
た 全国調査結果 に よ り 明 ら か に な って い る 。
こ の 特別 な経費 負担に 対 す る 措置 と し て 「大学
研究調整額J （ 仮称）の 新設 を 図る 。
な お ， 職務の特殊性に 基づ き す で に 支給 さ れ て
い る もの と し て は ， 義務教育教員 に は 「教職調整
額」 ， 医師等 に は 「初任給調整手当」 等 があ る 。
5 . 夜間 主 コ ー ス 担当教官 に 特別 な 給与措置 を 講ず
る こ と 。
主 と し て 夜 間 に授業 を 行う大 学 ・学 部 の 教官
は ， 昼 ・ 夜両 コ ー ス の教育 を 担当 し て お り ， その
勤務形態は 特殊な もの で あ る 。
ま た ， 夜間 主 コ ー ス で は 主 と し て 社会人学生を 対
象と し て お り ， 教育上多様な 対応が必要であ る 。
こ れ ら の こ と を 考慮、 し ， 夜 間 主 コ ー ス 担当教官
に 特別 な 給与措置 を 講ずる こ と 。
6 . 教育 ・ 研究支援職員 等 の 待遇の抜本的改善を 図
る こ と 。
当協会 は ， かねて か ら 大学特有の 専 門 職で あ る
技術職 員 等 の教育・研究支援職 員 の 抜本的な 待遇
改善 を 要望 し ， 「専門 行政職俸給表J の適用 を 切
望 し て き た が， こ れ ら 職員の 現状が同 俸給表 を 適
用 で き る 状況に置 か れ て い な い と さ れ ， その適用
が見送 ら れ て き た と こ ろ で あ る 。
し か し な が ら 当協会 と し て も， 教育・研究支援
職 員 の在 り 方 に ついて ， 先 に ， 各 国立大学 に 対 し ，
教室系技術職員 の官職 の 整 理 と 資質 の 向上 を 図 る
た め ， 組織化お よ び研 修等 に つ いて その 実現方 を
要請 し ， 現在 ま で に 職 員 規模で相当数が組織化 さ
れ ， ま た ， 多 く の 大学 に お いて 多様な研修が行な
わ れ て い る 。
こ の 結 果 ， 「専門 行政職俸給表」 への 移行の た
め の 条件が整った 状況 を 踏 ま えて ， 当協会 は 第97
回 総 会 に おいて専門行政職俸給表への 円 滑な 移行
を 行うた め ， 「教室系技術職 員 の 専 門 行政職俸給
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表適用 審査基準j を 策定 し 関係各 方面にその 実
現方 を 要望 し て き た とこ ろ で あ る が， 当面， 具体
化の 第一歩と し て ， こ れら職 員 について専門職と
し て の位置付け を 明確に し 行政職 （ 一） 俸給表
の 中 で一層の 待遇改善 を 図 る こ と を 要望す る 。
ま た ， 大 学 にお け る 教 育 ・研究支援職 員 の 教
育 ・研究に果 た す 役割は 大 き く， かつ不可欠な も
の で あ り ， 俸給表 の 種類にかかわ り な く， こ れら
職 員 の 俸給 を その 職 務と点任に見合う水準に引 き
上げる よ う措置す る 。
7 . 大学 の 中 堅職 員 （事務系） の 待遇改善を 図 る こ
と。
大学において は ， 事務長， 補佐， 係長等 の 定数
が固定 さ れ て お り ， 豊富な 職務経験， 職務遂行能
力を 持つ適任者で あ り な がら， 昇任 ・ 昇格が限定
さ れ る た めに俸給の 上で格差 を 生じている 。 こ の
こ とは ， 大学の 中 堅職 員 等 に職務遂行意欲 を 欠く
原 因ともな り ， ひいて は 大学運営に重大 な 影響 を
及 ぼす結果とな り かね な い。
ま た ， 特に近年教育研究の 国際化に伴う国際学
術交流や留 学生受 入 れ ， 大学院の 整備充実， 教育
研究シス テ ム の 多様化， 複雑化への対応等 高度の
専門性 を 要 す る 新た な 業務が激増 し て い る 。
よ って ， 引 き 続 き 専門職制度を 一層拡大す る とと
もに， 上位の 級 別定数について 特段の措置 を 図 る 。
8 . 看護職 員 の 待遇改善 を 図 る こ と。
医学 ・ 医療の 進展に寄与す る 診療， 教育 ， 研究
の 場 で あ る こ と を 使命とす る 大学病院にお いて看
護職員 に課せられ た 任務 は 極め て高度化， 専門化
し て お り ， その 役割は重要 な ものとなっている 。
ま た ， 看護婦等 の人材確保の 促進に関す る 法律
が制定 さ れ ， 待遇の 改善が図られ て き て いる が，
ま だ十分とはいいが た い。
看護力の強化は ， 大学病院 の 運営にとって不可欠
の 課題 で あ り ， 初任給 を 含む給与水準の 引 き 上げ
を 引 き 続 き 図 る 。
ま た ， 看護職 員 の 勤務形態の 特殊性等に配慮 し ，
勤務環境 の 改善 を 図 る 。
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本年 6 月 13 日 に公布さ れ た 「大学の 教員等 の 任期
制に関す る 法律」 の 施行に関連 し て ， 以下の諸点を
要望す る 次第 で あ り ま す。
1 . 任期付 き 教員 の 給与等 の 処遇の 改善について ，
特段の 検討を お願いす る 。
2 . 前 項のほか， 教育研究条件の整 備等 ， 衆議院文
教委 員 会及 び参議院文教委 員 会の 附帯決議の 各
事項について ， 特段の配慮 を お 願いす る 。
3 . 助 手について ， 多様な 職務に従事 し て いる 実態
にあ る の で ， 職務に応じた 適切 な名称変更の 検
討を お願いす る 。
4 . 大学によ って は ， 教員 の 他大学への転 入出傾向
が顕著で、あった り ， あ る いは ， いわゆる 研究助
手が僅少で あ る な どの 状況があ る の で， 流動化
を 目 的と し て実情に応じて 行う教育研究 の 活性
化の た め の努力についても， 同 様に適切 な 評価
を さ れ る よ う希望す る 。






国 立 大 学 附属図 書館 の 整 備充実につ き ま し て は ，
平素格別 の ご 理解 と ご配慮 を 賜 っ て お り ま す こ と を
深く感謝申 し 上げ ま す。
近年， 学術情報の 量 の 激増 と 電子媒体の 普 及 に よ
り ， 大学 附属図 書館 の 取 り 扱う資料 と 業務内容に 大
き な 変化が生じ， 図 書館 は その あ り 方に大 き な 転換
を 求 め ら れ て い ま す 。 も と よ り 各 大学にお い て 創
意・工夫に よ り 対応 を 検討・すべ き と こ ろ で あ り ま す
が， 制度的・財 政的 な 支援も欠く こ と が で き ま せ
ん。
国 の 財 政が き わ め て困難な 状況 に あ る こ と は 承知l
い た し て お り ま す が， ｜耐属図 書館 は 大学 の教育 研究
活動の 主 要 な 基盤 で あ る こ と に鑑み， 以 下 の 諸点に
つ き ま し て引 き 続 き 特段の ご配慮 を 賜 り ま す よ う要
望い た し ま す 。
寸戸】一一zn
1 . 図 書資料購 入 費 ， 特に学生用 図書購 入 費 の 増額
につ い て
国立大学図書館関係予算 の うち， 図 書資料購 入費 ，
特に学生用 図 書購 入費 は ， 約15年 間にわ た り ， 学生
数の増加傾向に拘 わ ら ず横ばい な い し 減少傾向が続
い て い る 。 し か し 近年 で は ， 図古資料の 価格の 上昇，
CD-ROM形 態等 の 電 子 化資料 の 増加 な どに よ り ，
各大学 と も予算上困難な 状況に悩 ん で い る の が実状
で あ る 。 こ の 状況は ， 学生の た め の魅）J あ る 教育 環
境づく り を 重視す る 観点か ら ， さ ら に外国人留学生
の た め の 設備充実の観点か ら も特に改善が求 め ら れ
る と こ ろ で あ る 。 そこ で ， 図 書資料予算 ， 特に学生
用 図 書資料， 外国語図書資料 な どの 費 目 の 増額につ
い て 特段の配慮 を い た だ き た い。
2 . 専 門 的能力 を もっ た 図 書館職 員 の 確保に つ い て
近年 の 図 書館業務の 電子化・高度化に伴 い ， 図書
館職員には， 最新の技術に即応 し て 図 書業務 を こ な
し ， 機器等 を 管 理 し ， ま た ， 地域社会への 貢献， 生
涯 学 習 への 貢 献等 を 含 む新 し い サービス 業 務 を 企
画・設計・実現す る な ど高度の 知識・能力が要 求 さ
れ る よ うに な っ て い る 。 大学 の 職 員 の 定員 削 減が続
い て い る 折 り か ら ， 図 書館職員 の みにつ い て 純増 を
望む こ と は 事実上不可能で あ ろ う。 し か し ， 図 書館
に研究 開 発機能 を 付与 し ， それに応じた ス タ ッ フを
配置す る と か， テ ィー チ ン グ・ アシス タ ン ト ， リサ
ーチ・ アシス タ ン 卜 の 配置 を 可能にす る と か の 措置
を と る 余 地は 残 さ れ て い る よ う に 思 わ れ ， その線に
iL� っ た努力 を し て い る 大学も多 い 。 そこ で ， その よ
うな 方向で の 努力に対す る 格別 の 理解 と 配慮 を い た
だ き た い。
3 . 共同保存 図 書館の 建設に向け て
日 に 日 に増加す る 図 書資料 を 収納 し適切 に保存す
る ス ペース の不足は ， 各大学が共通に抱えて い る 根
本的な 悩 み の一つ で あ る 。 こ の 問題に対 し て ， 保存
書庫の 建設の 必 要 は 以前 か ら 提起 さ れ て き た が， 各
大学にこ れ を 備える の が困難で あ る こ と も理解で き
る 。 そ こ で 国立大学図書館協議会で は ， 全 国 の 大学
が共同 で利 用 で き る 共同 保存 図 書館 の 設置 を 提案 し
て い る 。 こ の こ と につ い て は ， 設置場所 や 管 理主 体 ，
運用 な ど， 具体的 な 検討 を 要 す る 点を 未だ 多く残 し
て い る が， 何 ら か の 形で の 共 同 保存図書館 の 建設 を
目 指す こ と の必要性を ご理解い た だ き ， こ の よ うな
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京都大学春秋講義（秋季講座） の開講
本 学 で は ， 財団法人京都大学後援会 の 協力の 下 で ， 平成 9 年度 は 創 立百周 年記念事業 と し て メ イ ン テ ーマ
「知の 最前線は い ま j と し ， 下 記の と お り 「京都大学春秋講義 （ 秋季講座）」 を 開 講 し ま す。
本学教職 員 並 びに学生につ い て は ， 各 講義 と も特別 受講枠 （無料）30名 を 設け て い る の で ， 受講希望者 は所
属部 局の事務担当掛へ 申 し 込 ん でくだ さ い。
記
女 月 曜講義 （ 5 回 シ リ ー ズ） テ ー マ 『国際社会 と 日 本J
開 講 日 講 師
10)1 13 日 工学研究科教授 内 藤 iE 明
10月 20 日 東南 ア ジ ア研究セ ン タ ー 教授 吉 原 久仁夫
10月 27 日 医学研究科教疑 中 原 俊 隆
1 1 月 1 0 11 教育学部教授 白 石 ネ谷
l l fl l7 1 1  法学研究科教授 杉 原 高 嶺
F疋�三－ 員 150名
受 講 料 6,000円 （ 全講義 を 通 し て の受講料です。 ）
女水曜講義
開 講 日 講
lOll 1 5 日 総 合 人 間 学部教授
10月 22 日 薬学研究科教授
10月 29 日 文学研究科教授
1 1 月 12 日 工学研究科教授
1 1 月 19 日 理学研究科教授
�巳.... 員 各 講義 150名
受 講 料 各講義 1,200円
0 会 場 法経第二教室
0 時 間 午 後 6 時30分～ 8 時30分
O 受講資格は 問 わ な い。
日市
福 井 勝 義
佐 治 英 郎
LIJ 日 知 三
土 岐 憲 三
政 池 明
ア マ
地球環境の危機 と 21 世紀の社会像
東南 ア ジ ア 経済 と 日 本
日 本 と ｜吐界の保健医療
外同 人子弟の就学問題
核兵器使用 の合法性一国際司法政 （ICJ） の意見 を め ぐっ て ー
フー マ
民族再考 一 束 ア フ リ カ に お け る 民族の生成 と 相克か ら ー
生 き て い る 脳 の は た ら き を 見 る
異文化 と い う 虚像 ー ド イ ツ 文学 に お け る ア メ リ カ 像の変遺ー
地震災害 と 活断層
素粒子 と 宇宙 の 謎 を 探 る
0 申 込 み ・ 問 合せ先 庶務部研究協力課研究協力掛 （ 内線 204 1 )
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京都大学市民講座の開講
本年度の 京都大学市民講座 は ， 創立百周 年 を 記念 し て 「知の 最前線は い ま 」 を 統一テ ー マと し て ， 来 る 10 月
18 R ,  25 日 ， 1 1 月 8 日 の 各土曜 日 に 広 く一般市民 を 対象とす る 記念公開 講座と市民講座 を 下 記のとお り 開講 し
ま す 。
本講座 は， 財団法 人京大会館楽 友 会 の 協力の 下 に ， 昭和54年以来毎年聞か れ て い る もの で ， 本年度は 「 日 本
の文化と国土」 を サブテ ー マと し て ， 総合大学の 特色 を 生か し て 学 問 の 諸領域に わ た る 講義が行わ れ ま す。
講義 円 程 サブテ ーマ『日 本の文化と国土j
開 講 日 ア マ
開 講の あ い さ つ
第 l 円
10月 18 日 （土） 「擬極と し て の 文化」 を め ぐって
14 : 30 ～ 17 : 00 
予
「風上記jに見る 日 本 人 の 心
講 師
Jめ会己、 長 井 村 裕 夫
京都大学名誉教授 日 高 敏 ｜唾
京都大学名誉教授 河 合 隼 雄
0 会 場
。 受 講 料
京都産業 会館 シ ル ク ホ ー ル 8 階 （京都四条烏丸西 入 地下鉄 「 四 条駅j 下車）
無料
0 受講資格 制限は あ り ま せ ん。
O 定 員 600名
第 2 日 日 本 の食文化と世界の 健康
10 月 25 日 （土）
13 : 00 ～ 16 : 30 日 本 の借地法借 家法
「清貧」と 「清富」 の 間
一 日 本的風 土 の 中 で の 漢語 一
第 3 日
1 1 月 8 円 （土） 日 本 列島の 成 り 立ちと地震
13 : （〕O ～ 16 : 40 
開 講 の あ い さ つ
0 会 場 法経第 四教室
0 受講定員
O 受 講 料
400名
1 ,000円 （全講義 を 通 し て の 受講料です。）
大学院 人 間 ・環境学研究科教授
家 森 幸 男
法学研究科教授




尾 池 和 夫
理学研究科教授
麿 田 諜
受講料 は ， 受講決定通知を 受領後， 指定の口座へ振 り 込むこ と。 支払後の受講料は 返金 し な い 。
O 受講資格 制限は あ り ま せ ん。
・ 申 込方法 往復 は が き に 受 講希望 日 （ 記 念 公 開 講座 及 び市民講座 の 両 方 又 は 一方 の み 受 講 いずれも可）住
所・氏名・職業・電話番号 を 記入 （返信は が き に も住 所 ・氏名を 記 入）の うえ， 9 月 15 日 （ 月 ） ま で に 下
記の 申 込み先へ 申 し 込むこ と。
・ 申 込 み ・問 合せ先 庶務部研究協力謀研究協力掛 （ 内 線 204 1 )
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平 成 9 年 度
エ ネ ル ギ ー 科 学 研 究 科 公 開 講 座エ ネ ル ギ ー と 社 会 ・ 環 境 ・ 科 学
大学院エ ネ ル ギ ー 科学研究科 で は ， 来 る 1 1 月 8 日 ， 15 日 の両土曜 日 に ， 広 く 一般市民 を 対 象 と す る 「京都大
学 エ ネ ル ギ ー 科学研究科公開講座J を 下記の と お り 開 催 し ま す 。
記
1 1 月 8 日 （ 土 ） 「 日 本万 の 科学」
「エ ネ ル ギー を つ く る セ ラ ミ ッ ク ス J
1 1 月 15 日 （土） 「液体の沸騰」
「エ ネ ル ギー の社会問題 と 環境問題」
4砂時 間 午後 l 時 ～ 5 時
4砂会 場 京都市左 京 区 吉 田 本 町 京都大学工学部電気総合館






．受 講 料 5,400 円 （ テ キ ス ト 代 を 含め 全講義 を 通 し て の受講料で消 費 税 を 含み ま す。 ）
． 申 込方法 現金書留 ま た は受講料直接持参 に よ り お 申 し 込み 下 さ い 。
現金書留 の 場 合 は 以 下 の も の を 同封 し て 下 さ い 。
1 . 受講料
2 . 住所， 氏 名 ， 年齢， 職業， 電話番号 を 記 入 し た 用 紙 （複数の 人数の 申 し 込 み の 場 合 は 1
人 l 枚必要 。 ）
3 . 返信用封筒 （表側 に 宛名 ， 郵便番号 を 記 入 し ， 80円切手 を 貼 っ て 下 さ い。 受講証， 領収
証， 会場案 内 図 等 を お 送 り し ま す。 ）
． 申 込 期 間 10月 13 日 （ 月 ） ～ 10 月 31 日 （ 金 ） （ ※ 現金書留 は必着）
．持参の場合の受付時間 平 日 午前10時 ～ 午後 3 時
（ ※ 午後 O 時 ～ l 時 を 除 く ）
． テ キ ス 卜 は 公 開 講座 会場の受付 で お 渡 し し ま す。
．問 合 せ 及 び申 込先 ： 〒 606 - 01 京都市左京 区 吉 田 本 町
京都大学工学部等総務課庶務掛 公開講座係
ft 075 (753) 5000, 5005 （工学部 8 号館 l 階西側 ）
Fax 075 (753) 5065 
0総合情報 メ デ ィ アセンタ 一 公開講座（終了報告）
「教育 と コ ン ピ ュ ー タ 」
期 間
8 月 25 日 （ 月 ） － 26 日 （ 火） . 27 日 （ 水）
講義 ・ 演 習 科 目 及 び講 師
「 イ ン タ ー ネ ッ ト と 教育 J （講義） ， 「電子 メ ー ル と World Wide Web 入 門J （演習 ）
「英語教育 に お け る コ ン ピ ュ ー タ 利 用 」 （ 講義）
「英語教育 に お け る コ ン ピ ュ ー タ 利 用 」 （演習 ）
「World Wide Webの ホ ー ム ペ ー ジ作成J （演習 ）
受講者数 7 名
31 8 
総合情報 メ デ ィ ア セ ン タ 一 助手 辻 斉
総合情報 メ デ ィ ア セ ン タ ー 教授 壇辻正剛
総 合情報 メ デ ィ ア セ ン タ 一 助手 早越弘子
総合情報 メ デ ィ ア セ ン タ 一 助 手 伊藤 誠
京大広報
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国立七大学総合体育大会で本学が総合優勝
第36 回 国 立 七大学総合体育大会が 7 月 19 日 （ 土 ）
の 開 会式 を 挟 み 昨 年 の 12 月 2 日 （ 月 ） の ア イ ス ホ ッ
ケ ー を 皮切 り に 8 月 6 日 （水） の ゴル フ ま で 、 35競
技 種 目 に わ た り 北 海 道 大 学 の 主 管 の 下 に 開 催 さ れ
た 。
大会の前半か ら 中 盤 に か け て は ， 前年優勝校 の 名
古屋大学が l 位 を 独走 し ， 本学は 2 位 に つ け て い た
が， 終盤の 各競技種 目 の健 闘 に よ り 逆転 し ， 本学創
立百周年の記念すべ き 年 に 優勝杯 を 手 に す る こ と と
な っ た 。
大会結果 は 別 表の と お り で あ る 。
こ れ で 、 本学 の 通 算 の 優勝 回 数 は ， 9 回 目 と な り
東京大学 と 並 ん だ。 ま た ， 優勝 は ， 4 年ぶ り で あ る 。
第36回国立七大学総合体育大会成績表
競孟�竺 北海道大学 東 北 大 学 東 京 大 学 名 古屋大学 京 都 大 学 大 阪 大 学 九 州 大 学順位 f斗／� 順位 得点 順f立 得点 順f立 得点 jlij'.{位 f尋点 順位 得点 Jij買｛立 得点
ア イ ス ホ ッ ケ ー ① 10 ＠ 6 ⑦ ④ 4 ② 8 ＠ L ＠ 3 
航 '1'. ⑤ ② 4 ① 6 ＠ 2 ① 3 
.＇.！� 祢J ⑤ 2 ＠ 4 ⑥ l ② 6 ① 8 ＠ 3 
少 林 寺 寸品】 法 ③ 6 ＠ 4 ＠ 2 ② 8 ① ① 10 ＠ 3 
硬 式 庭 球 （ 男 子 ） ＠ 2 ② 8 ③ 6 ＠ 3 ＠ 4 ① 10 ⑦ l 
硬 式 庭 球 （ 女 子 ） ＠ 2 ⑤ 3 ＠ 4 ① 10 ① l ＠ 8 ③ 6 
柔 道 ⑤ 1 .5 ＠ 6 ① 3.5 ① 8 ① 3.5 ＠ 1 .5 
バ
ス ケ ッ ト ボー ル （ 男 子） ⑦ l ＠ 6 ① 10 ⑦ 8 ⑤ 3 ＠ 2 ＠ 4 
バス ケ ッ ト ポー ル （ 女子） ① 6 ＠ 2 ⑦ ① 10 ① 8 ＠ 4 ⑤ 3 
硬 式 野 五長 ＠ 3 ② 4 ① 6 ⑤ l ＠ 2 
ソ フ ト ァ ニ ス
（ 男 子 ） ② 8 ⑤ 3 ⑦ l ① 10 ＠ 4 ＠ 2 ③ 6 
ソ フ ト ァ ニ ス （ 女 子 ） ① 10 ⑦ 1 ＠ 4 ② 8 ① 3 ③ 6 ⑤ 2 
準 硬 式 野 球 ③ 6 ② 8 ① 10 ＠ 2 ⑦ ⑤ 3 ④ 4 
体 操 ⑤ 3 ② 8 ＠ 4 ③ 6 ⑦ l ① 10 ＠ 2 
安リ 道 （ 男 子 ） ＠ 4 ② 8 ＠ 6 ＠ 2 ⑦ 1 ⑤ 3 ① 10 
者リ 道 （ 友 子 ） ③ 6 ＠ 2 ⑦ 1 ＠ 4 ② 8 ⑤ 3 ① 10 
二7工bニ 手 ＠ 3 ⑦ 1 ③ 6 ＠ 4 ① 10 ＠ 2 ② 8 
ヨ ・7
ト ＠ 6 ⑦ 1 ⑤ 3 ④ 4 ① 8 ＠ 2 ① 10 
水 哲弘 ② 8 ＠ 4 ＠ 2 ① 6 ① 10 ① l ① 3 
バ レ ー ボ ー ル （ 男 子 ） ⑥ 2 ① 10  ② 8 ＠ 4 ⑤ 3 ① 1 ③ 6 
バ レ ー ポ ー ル （ 女 子 ） ② 8 ＠ 4 ＠ 2 ① 10 ① 6 ⑤ 3 ⑦ 1 
「J』 道 （ 男 子 ） ⑤ 3 ＠ 4 ② 8 ⑦ 1 ＠ 2 ① 6 ① 10 
弓 道 （ 女 子 ） ② 8 ＠ 2 ① 10 ⑦ 1 ⑤ 3 ＠ 4 ① 6 
tニa目 －j 球 （ 男 子 ） ＠ 4 ＠ 2 ② 8 ① 10 ⑦ 1 ① 6 ＠ 3 
I J・白4i 球 （ 女 子 ） ＠ 4 ＠ 2 ⑤ 3 ① 10 ② 8 ③ 6 ① 1 
｜控 t 競 技 （ 男 子 ） ① ＠ 4 ① 10 ③ 6 ② 8 ＠ 2 ⑤ 3 
降 ｜二 競 技 （ 女 チ ） ① l(〕 ① 6 ＠ 2 ＠ 4 ② 8 ⑦ ⑤ 3 
ノ 、 ン ド ポ ー ル ＠ 4 ＠ 2 ① 6 ① 8 ⑤ 3 ① 10  ⑦ 1 
フ ェ ン シ ン グ ③ 3 ① 4 ① 6 ＠ 2 ＠ 1 
ホ ーy ケ ① 2 ① 3 ① 4 ＠ 
1 1  動 lj[ ＠ 8 ① 10  ＠ 4 ＠ 2 ⑤ 3 ③ 6 ① 
i下 弓 ＠ 6 ＠ ① 4 ① 8 ＠ 3 ＠ 2 
バ ド ミ ン ト ン （ 男 子 ） ＠ 2 ① 10  ＠ 6 ⑦ 1 ＠ 3 ① 8 ＠ 4 
バ ド ミ ン ト ン （ 女 子 ） ① 10 ＠ 4 ⑦ 1 ＠ 2 ＠ 3 ① 6 ② 8 
ゴ Jレ フ ① 6 ② 8 ＠ 4 ⑤ 3 ① 10 ＠ 2 ⑦ 1 
総 令 得 点 165.5 151  152 165.5 1 68 143.5 136.5 
総 合 lilfi 位 2位 5位 4位 2位 1 位 6位 7位
319 
